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6月21日「フランキー・オンライン」がスタートする。ハッピー・メディア・クリエイター高城剛氏率いるフューチャ

ー・パイレーツが提供するパソコン通信サービス。CD-ROMによるソフトの無料配布、インターネットとの相互

接続、CGを使ったアドベンチャーゲーム風のインターフェイスなど話題はつきないが、まだ現在は、全構想の序

章でしかないという。開局直前に、高城剛氏から話を聞いた。 インタビュー：編集部

フランキー・オンライン開局！

■海底のホロホロスクエアという場所からイルカに
メールが出せる

■夜のフランキー・タウン ■船付き場から船にのれば、別の島へ行ける

高城 剛が語るフランキー・オンラインのコンセプト
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フランキー・オンラインは島

フランキー・オンラインは島になっている。

フランキー・タウンというにぎやかな街があ

り、自由に歩いて買い物を楽しんだりできる。

天気や時間、季節も変わっていく。ある店に

入って外に出たら夜になっていたというこ

ともありえる。自分たちがふだん生活してい

るリアルな風景でありながら、実社会とは

まったく別の生活を味わえる可能性もある。

そう、ある夜フランキー島に行って、そこも

夜だときっとさびしいから、実際とは逆に

しようという話もあるよ。サーバーでコント

ロールするから、どんなことだってできる。

ニューススタンドには雑誌が並び、街頭

テレビにはコマーシャルが流れている。カ

フェではパソコン通信のフォーラムみたい

にメニューを選んで好きなテーマの話がで

きる。フランキー・タワーのエレベーター

で海底に行くと、イルカにメールが出せる

し、屋上に行くと、宇宙人にメールが出せ

る。船に乗れば、別の島へ行ける。4次元

の空間も作るつもり。そこだけしか通じな

い言葉があってもいいかもしれない。

広告で実現する低料金サービス

毎月500円でサービスを提供するために

は、広告が必要になる。僕はもともとテレビ

コマーシャルを作っていて、どうしたら違和

感なく広告を見せられるかということについ

てずっと考えてきた。オンラインマガジンをダ

ウンロードする間に広告を見せるというのも

その1つ。通りに立っているビルボードは、

インタラクティブ広告にしようと思っている。

フランキー・オンラインは、雨の日は傘の

広告、晴れた人はサンバイザーの広告が出

せる。サーバーから分単位でコントロールで

きる。それは今のテレビにはできないことで

しょ。それに、不特定多数ではなく、特定の

人たちにアピールできるから、テレビより確

実なマートケット戦略が作れる。広告のため

に情報の質が落ちるという危惧はないね。僕

はアメリカのテレビシステムに近いと思って

いる。サブスクライビングにペイパービューと

(テレビとゲームの間にある新しいメディアを作りたい)

■ナビゲーターのフランキー君。毎日違うウェルカ
ムメッセージで迎えてくれる。どこにいるかわからな
くなったら、画面のすみにいる彼をクリックすると、
解説してくれる。

■街頭テレビに近づくと、コマーシャルが流れてい
る。シーサイドにはビルボードも立っている。広告の
内容は、分単位でサーバーからコントロールできる。

■ニューススタンドでは音楽専門誌、ファッション
雑誌、ゲームウォーカーのダイジェスト版など、全
部で10誌のオンライン・マガジンを置いている。ダ
ウンロード中は、この絵のように広告が開く。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



120 INTERNET MAGAZINE 1995/8

いうのがあるんだけど。サブスクライビング

というのは、MTVのように、契約した時点

でお金を払う。ペイパービューは、見るたび

にお金を払う。つまらないとお金を払わない。

つまり、根底にタダ、その上にサブスクライビ

ング、さらにその上にペイパービューと3つの

階層がある。フランキー・オンラインは月額

500円のほかに、情報の内容によっては付

加料金が必要というシステムになっている。

ゆくゆくは基本料金はタダにしたい。

マスメディアとゲームの間

GUIが最もいかされるのは、コンピュータ

文化ではなく、広告文化やテレビ文化だと思

う。たとえば女性用の広告を作っているプロ

が考える新しいインターフェイスや商品構成

というものを反映できる。シンガポール旅行

で見た商品が現地より安く並んでいたら、

女性もパソコン通信を始めるでしょう。ここ

でアピールされるのは、安くてわかりやすい

こと。これまで大手メーカーが運営してきた

パソコン通信は、高くてよくないから女性や

低年齢層は入ってこれなかった。人件費や

交際費もかかってるでしょう。アイコン操作

で有名なアメリカのパソコン通信サービス

「アメリカ・オンライン」は安くてわかりやす

いから成功した。最近マイクロソフト・ネッ

トワークを見たけど、本当につまらない。

日本のパソコン通信は、10年間変わらな

かった。だから僕はこれを始めた。テレビは

視聴率20％で1500万人、パソコン通信はせ

いぜい150万人。この間は空いている。テレ

ビは誰でも毎日見る。朝も、夜も、ラーメン屋

でも見る。でも、ゲームは毎日やらない。この

間も同じで、フランキー・オンラインはここに

位置したいと思う。アップ・トゥ・デートにゲー

ム感覚でニュースが入ってくるテレビと言え

るかな。そういう意味では、新しいメディ

アを作っているというつもりでやっている。

「パーソナルライフガイド」

フランキーはオンラインビジネスのように

見えて、実はオフラインとオンラインの両

方なんだ。たとえば、今までのパソコン通

信だと、僕たちが新しいことやりましたと

言っても、ユーザーはつながなければわか

らない。これではインタラクティブでも何で

もないと思う。フランキーの場合、新しい

CD-ROMが届いたら、利用者はすぐに新

しくなったとわかる。このオンラインとオフ

ラインの組み合わせが一番のポイントだと

思う。

インターネットにはヤフー（Yahoo）っ

ていうネットサーフィンのためのナビゲーシ

ョンシステムがあるけど、僕らが考えてい

るのはオフラインのためのディレクションシ

ステムだ。フランキーには、5つまでのキー

ワード、たとえば中山美穂とか、マルチメ

ディアとか、インターネットとか、入れて

おくことができる。そして、中山美穂をク

■ポストオフィスに行くと、電子メールを送ること
ができる。フランキーオンライン内なら通常の国内
メール、インターネット経由メールは国際メール。た
だし、特別な料金はいらない。

■サンタクロースマシンはおもちゃ屋さん。商品を
ドラッグしてかごに入れ、レジに持っていってカード
番号などを入力すると、翌日発送してくれる。１日限
りの特選品もある。こうした店舗は40店ぐらい。

■スポーツセンターにあるボクシング場では、同時
にアクセスしている人とリアルタイムでボクシングが
できる。チャンピオンカードがもらえると持ち時間が
長くなる。観戦ももちろんOK。
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リックすると、毎日中山美穂に関する項目

が全部出てくるわけ。それはネットされて

いない情報、たとえば武道館のライブの情

報とかがちゃんと出てくる。マルチメディ

アをクリックすると、日経の何面に出てい

るということがわかり、新聞を開く。中山

美穂の番組が9時から放送されるとわかる

と、ビデオのスイッチを入れる。というよ

うに、フランキー・オンラインから朝が始

まるようになればいい。それは、テレビと

僕らの好きなものの間に位置する、きわめ

てパーソナルなものだと思う。このサービ

スは「パーソナルライフガイド」というシ

ステムで、サポートするのは9月21日スタ

ート予定のバージョン1.5から。

未来イメージは「かばん」になる

6月に始まるサービスは、5年ぐらいかけて

実現しようとしているフランキー・オンライン

構想の10分の1であって、始まりの部分だけ。

年末の2.0から本格スタートという感じです。

フランキー・オンラインの未来のイメージ

は、「かばん」だと思っている。話題になっ

ているゼネラル・マジック社のマジックリンク

も、僕は古いと思っている。デスクトップは

机という、この考え方がまず古い！モバイル

の時代に机はないでしょう。やっぱりかばん

ですよ。せっかくネットワークがあるんだか

ら、かばんに携帯電話や名刺を入れて動か

なくちゃね。名刺を例に取ると、僕らは

「Ｅカード」というのを作っている。フランキ

ー・オンラインの中で作って電子メールに貼

ることができるんだけど、開いてクリックす

ると、その人からのメールが表示される。

利用できる端末も、今はパソコンだけど、

モデムがつくのであれば、ゲーム機でも利

用できるようにするつもりです。すでにパ

ワープレイヤーでは提供することが決まっ

ていて、パワープレイヤーの人しか行けな

い島を作る予定。ネットボーイという構想

もあるんだ。これは、モノクロの「ジュニ

ア・フランキー」が、ゲームボーイみたい

な小さい端末で動くというもの。それから

通信ジオポート付きのDVDも待ってるし、

いろんな端末が入ってくるといいと思う。

■カフェはパソコン通信のフォーラムのような場所。
メニューから好きなテーマを選んでメッセージの交換
ができる。

■海底にあるモンキー・ラジオ・ステーションには
ミュージックライブラリがあり、インデックスから選
んで好きな曲データをダウンロードしたり、自分の
作った曲をアップロードしたりできる。

■インターネットへの入り口ではWWWブラウザー
のダウンロードもできる。フランキーオンラインで売
っているアメリカ・オンラインのスタックを使うと、
ここからアメリカ・オンラインへIP接続し、フルサー
ビスを受けられる。ホームページの登録は無料。

●編集部から
フランキー・オンラインの島の風景は、私たちの

生活スペースと子供の頃に見た絵本の世界が１つ

に結びついた空間のように見える。そこに、高城

氏は安い商品と必要な情報、楽しい話題を流通

させようと考えている。フランキー・オンライン

がテレビに飽きてしまった人たちやコンピュータ・

ネットワークをいまひとつ必要なものとして実感

できない人たちの心を捉えることができれば、そ

れは確かに新しいメディアになるだろう。最後に、

これから何かやりたいと思っている若い人たちへ

メッセージを下さいといったら、高城氏の口から

出てきた言葉は「コンプレッションタイム」。リア

ルタイムでCGを動かすことや生放送をすること

がリアルタイムだとすると、映画やコマーシャル

を作ることはロングタイム。この時間を縮めるこ

とが、ビジネスチャンスになるという。だから、ネ

ットワークの仕事はまだまだこれからたくさんある

というアドバイスだ。

入会するには●料金：月500円（2時間まで含む。入会月は5時間まで）。以降1分10円。7月まで無料。インターネットへの接続はさらに1分10円。●環境：
WindowsやMacintosh用のCD-ROMドライブが必要。モデムは9600以上、マシンは386以上を推奨。●接続方法：パソコン通信型でもTCP/IPでも接続可

能。インターネット上からも利用できる。アクセスポイントは東京・大阪・名古屋。通信速度はISDN64Kbpsまで。●ソフトの配布：CD-ROMは展示会、ダイ

レクトメール、CD-ROMショップで。3か月に1回バージョンアップ。●問い合わせ：onilne@fpi.co.jpに電子メールを送る。またはFAX 03-5474-7075まで。

フランキー・オンライン開局！
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